
一
七
　
日
吉
山
王
秘
密
社
参
次
第
記
　
ひ
え
さ
ん
の
う
ひ
み
つ

し
ゃ
さ
ん
し
だ
い
き

　
図
書
館
所
蔵
。
河
野
省
三
記
念
文
庫
追
加
本
。
巻
子
本

一
巻
。
楮
紙
。
題
簽
な
し
。
表
紙
は
紫
地
双
葉
葵
紋
綾
。

補
修
あ
り
。
縦
三
四･

四
糎
、
横
二
一
〇
二
・
四
糎
。
四

十
八
紙
。
本
文
巻
首
に
内
題
『
日
吉
山
王
秘
密
社
参
次
第

記
』
と
あ
り
、
巻
頭
の
料
紙
の
継
ぎ
目
と
巻
末
に
「
紫
雲

文
庫
」
の
角
印
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
天
和
三
年
（
一
六
八

三
）
に
法
曼
院
前
大
僧
正
慶
算
に
よ
っ
て
寛
永
寺
留
滞
中

に
同
寺
の
所
蔵
本
か
ら
書
写
さ
れ
た
。

※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
本
書
は
、
日
吉
大
社
蔵
の
『
日
吉
山
王
秘
密
社
参
次
第

記
』
（
文
書
記
録
目
録
　
巳
二
十
二
、
旧
目
録
名
『
日
吉
山

王
秘
密
社
参
繪
図
記
』
）
と
同
様
に
、
天
正
七
年
（
一
五
七

九
）
の
南
光
坊
祐
能
の
書
写
本
に
も
と
づ
い
て
お
り
、
順

路
次
第
が
記
さ
れ
た
社
参
手
文
中
最
長
の
も
の
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
日
吉
大
社
蔵
本
に
は
、
奥
書
に
さ
ら
に

日
吉
山
王
客
人
宮
登
美
祝
部
秀
典
の
名
が
加
え
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
河
野
文
庫
本
に
は
そ
れ
が
な
い

一
方
で
、
絵
図
が
克
明
で
あ
り
、
慈
円
の
和
歌
や
口
伝
が

挿
入
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
差
異
が
あ
る
。
な
お
、
祐
能

と
共
に
日
吉
社
中
興
の
祖
と
さ
れ
る
祝
部
行
丸
の
『
日
吉

社
神
道
秘
密
記
』
と
同
系
統
で
も
あ
る
。

　
絵
図
は
唐
崎
宮
か
ら
は
じ
ま
り
、
琵
琶
湖
上
の
顕
現
か

ら
叡
山
山
麓
西
本
宮
へ
の
大
己
貴
神
の
鎮
座
過
程
の
再
現

を
順
路
の
基
本
線
と
し
て
、
山
王
社
の
社
内
末
社
百
八
社
、

社
外
末
社
百
八
社
の
巡
拝
次
第
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
社
参
が
大
己
貴
神
の
鎮
座
次
第
に
即
し
た
西
本
宮
系

祭
祀
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
本
書
に
は
「
尋
常
之
社
参
者
先
王
子
宮
」
と
述
べ
ら
れ
、

「
元
来
惣
社
参
之
時
為
　二

唐
崎
最
初
　一

」
と
あ
り
、
江
戸
以
降

の
初
参
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）

の
祝
部
実
歓
の
『
日
吉
山
王
秘
密
社
参
記
』
は
、
唐
崎
初

参
を
古
儀
と
す
る
旨
を
記
し
、
こ
の
理
由
を
元
亀
の
兵
乱

（
一
五
七
一
）
に
よ
り
中
絶
し
て
不
分
明
と
な
っ
た
た
め
と

し
、
社
家
一
門
が
近
辺
に
居
住
す
る
王
子
宮
を
初
参
と
す

る
の
は
便
宜
上
の
も
の
と
し
て
い
る
説
も
あ
る
。
た
だ
、

永
享
三
年
（
一
四
三
一
）
成
立
の
真
超
写
本
『
日
吉
道
行

記
』
を
は
じ
め
、
天
正
以
前
の
社
参
手
文
に
は
唐
崎
初
参

の
例
は
見
ら
れ
な
い
た
め
、
大
掛
か
り
な
社
参
に
限
り
唐

崎
宮
へ
第
一
に
参
向
し
、
尋
常
の
社
参
は
王
子
宮
か
ら
始

ま
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
渡
辺
瑞
穂
子
）

【
所
収
本
】

日
吉
大
社
蔵
本
は
、
難
波
田
徹
・
岩
鼻
通
明
編
『
神
社

古
図
集
　
続
編
』
（
臨
川
書
店
）
所
収
、
平
成
二
年
（
一

九
九
〇
）

【
参
考
文
献
】

右
書
の
解
題
（
難
波
田
徹
執
筆
）

景
山
春
樹
校
注
『
神
道
大
系
　
日
吉
』
神
道
大
系
編
纂

会
、
昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）

嵯
峨
井
建
『
日
吉
大
社
と
山
王
権
現
』
人
文
書
院
、
平

成
四
年
（
一
九
九
二
）
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